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令和４年度 県内保育所（園）・認定こども園 実態調査「コロナ禍の保育」

Ⅰ　行事の工夫について
⑴ 新型コロナ感染症防止のため行事にどのような見直しが行われたかお答えください。（複数選択可）

⑵ 行事の見直しをした結果、良かった点をお答えください。
・できる形を模索しながら行うことで、保護者からの理解が得られ、園への理解へとつながった。
・ねらいを職員で再確認したり、内容を検討したりして何を育てたいのか話し合うことができた。
・見直しを行うことで、意図とねらいを職員間で話し合い、より良い内容にするための知恵を出し合うこと
ができた。職員の連携を深めることができた。
・本来の姿である子ども主体の活動となった。
・発表会は１クラス１演目にしたため、子どもにも保育士にも負担なく実施することができた。発表会も運
動会も保護者がゆったりと観覧することができた。
・これまで慣例としてきた行事を子どもの観点や保育士の働き方改革の視点で見直しできた。
・できないと思っていたことも工夫次第でなんとかなること、逆にこんなこともできるのか、と気づくこと
もあった。
・年間の計画を見直し、園内での遊びが充実した。
⑶ 行事の見直しをした結果、課題をお答えください。
・YouTubeで行事の配信を行ったが、閲覧者はそれほど多くなく準備等大変な割に見てもらえていないと
感じた。
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）他のそ（
・オンラインでの歯みがき
教室
・誕生会などクラス別やグ
ループでの参加
・マチコミで配信、生活発
表会の活動写真を撮りラ
ミネートして、家庭に配
布

発　行
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広報委員会

第37号

発行
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広報委員会

第39号県育協だより
く ら ふ と

　県では、保育人材の確保・定着に関する実態やニーズ等を把握するため、今年度、保育士、潜在保育士、学生、
保育施設を対象とした実態調査を行いましたので、調査結果の一部を抜粋してご紹介します。 保育士・施設のみ
なさまにおかれては、お忙しい中、調査にご協力いただきありがとうございました。
　なお、調査結果の詳細につきましては、県ホームページをご覧ください。　【鳥取県子ども家庭部子育て王国課】

令和５年度保育人材確保・定着に関する実態調査調査結果等について

区分 対象者数 回収数 回収率
現役保育士

9,030名
1,280名 29.3％（宛先不

明 2,118 名を
除く）潜在保育士 745名

保育施設 290施設 170施設 58.6％
学生 222名 177名 79.7％

調査概要

調査結果概要

（１）調査方法　調査票の郵送又は配布による調査
（２）調査期間　７月 21日～９月 15 日
（３）回答時点　８月１日
調査結果詳細は県ホームページへ　＞＞＞

保育士になったきっかけ、決め手、やりがい（いずれも複数回答）

保育士の不足感と確保・定着に向けた課題
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子どもと触れ合うのが楽しい

憧れの先生との出会い

小中学校の体験
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通勤が便利

働きがい

勤務時間が合う

39％
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（％）

子どもの成長実感

保護者からの感謝

自身の成長

95.7％

42.3％

42.4％

●�幼少期や子どもの頃の実体験が職業選　
択に重要な要素となっている。

●保育の現場で正規職員、非正規職員ともに人手不足感が強い。
●�保育士の確保・定着に必要なことは、全区分ともに「給与改善」がトップで、学生以外では「業務負担の見直し」「保育士の配
置基準の見直し」が続く。一方学生は「人間関係の円滑化」と「休暇が取得しやすい環境整備」が上位に入っている。

給与と業務負担のバランスがとれていないことが問題と考えられる。
若者は、「人間関係の円滑化」や「休暇取得」を重視する傾向にある。

●「�働きがい」が上位に入るものの、「通
勤の利便性」や「勤務時間が合うこ
とが重視されている。

●�子どもの成長や保護者からの感謝が、
保育士のモチベーションアップにつな
がっている。

保育士を目指したきっかけ
（現役保育士）

保育士の不足感（保育施設） 保育士の確保・定着に必要なこと（全区分）

就職の決め手
（現役保育士）

保育士になってよかったこと
（現役保育士）

不足感ない
不足感
ない

不足感
あり 不足感

あり

38％
62％

43％
56.7％

➡

区分 回答の多かった順

現役保育士 給与改善
88.5％

業務負担の見直し
74.1％

配置基準見直し
74％

潜在保育士 給与改善
81.8％

業務負担の見直し
74.8％

配置基準見直し
61.5％

保育施設 給与改善
83.3％

業務負担の見直し
70.2％

配置基準見直し
67.9％

学生 給与改善
76.3％

人間関係の円滑化
54.2％

休暇取得環境の整備
50.9％

正規職員 非正規職員
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　また、県では、日々の負担になっている業務や職場内の人間関係の円滑化に関して、施設長、中堅保育士、新人
保育士など、現役保育士のみなさまと意見交換を行いました。

　今年度実施した実態調査や意見交換を踏まえ、県や国では、来年度以降取組を拡大し、さらなる保育の仕事の魅力
発信、離職防止・定着支援などに繋げていきます。
　一方、働きやすい職場づくり、職場内コミュニケーションの活性化、新人保育士の育成・サポートなどは、行政のみ
ではなく、保育施設・法人による改革・改善が必要不可欠です。県としても、施設・法人のみなさまと一緒に雇用環境
の改革・改善に取り組んでいきますので、ご理解とご協力のほどよろしくお願いします。

●特別支援児（発達障がい児）の書き物が多い。また、似たような書類が多く、様式を統一してほしい。
●保育計画はどこまでしっかり作らなければいけないのかわからない。
●就学前は、保育要録、児童票、移行支援会議など書類が多すぎる。特に年長は書類が多くて離職する人もいる。
●いまだに印鑑を求められる書類が多い。
●書類が全て手書きなのが不満。
●パソコンの台数に限りがあり、使いたいときに使えない。
●イベント準備や雑務が溜まり、サービス残業につながる。
●掃除、草取り、消毒をする時間がない。保育以外の仕事をしてくれる職員がほしい。
● SNS、インスタ、ホームページでの配信にとても時間がかかる。
●連絡帳の記入は必要最低限でいいのではないかと思う。
●保護者や保育者同士の情報共有手段として、ドキュメンテーションが日誌代わりにならないか。
●行事や壁面製作を簡素化してほしい。

●年齢が近い先生（エルダー・メンター制）が周りにいれば、気さくな話や相談がしやすくなる。
●子どもの目を気にせず、仕事以外の話ができる休憩室がほしい。
●休憩時間をしっかりとって、仕事以外の話ができるようになればいい。
●自分からだと遠慮してしまうので、先輩や上司から話しかけてもらえるとありがたい。
●上司が肯定的であることが大事。
●相手にしてもらって嬉しい事を自分から働きかける。
●中堅の先生が意見を言ってくれれば、自分たちも意見を言いやすくなる。
●仕事に関係ない話がゆっくりできる食事会、親睦会があればいいと思う。

日々の負担になっている業務（施設長、中堅保育士、新人保育士）

職場内のコミュニケーション活性化（人間関係の円滑化）に必要なこと（新人保育士）

現役保育士のみなさまからいただいたご意見（抜粋）

実態調査や意見交換を踏まえた今後の展開

・公定価格の見直しによる処遇改善
・給与実態の報告義務化と公表（R ７以降）

・1 歳児担当保育士の県独自基準（6:1→ 4.5:1）による加配
・3 歳児及び 4・5 歳児担当保育士の配置基準の見直しと新たな
　4・5 歳児担当保育士加配制度の創設（R ６～）

（課題等） （県・国の取組状況（予定））

※ R６新規事業は令和 6年 2月鳥取県議会で予算審議中であり、変更の可能性がありますのでご了承ください。
※上記の他、保育人材確保のための給与改善および配置基準改善については、例年、県から国へ要望を行っています。

・子どもが保育に触れる体験の場
・保育の仕事の魅力発信

・配置基準の改善

・働きやすい職場づくり
　（負担軽減、メンタルサポート）

・新人保育士の育成や離職防止

・給与改善

・中高生向けおしごと体験事業の実施（R ６拡充）
・若手保育士による高校等での出前説明会
・子どもたちを対象とした魅力発信フェスの開催
・中高生向けガイドブックの作成（R ６～）

➡

➡
➡

➡

➡

・現役保育士・施設向け相談窓口の設置
・施設長向け働き方改革セミナーの開催（R ５～）
・私立保育施設が行う保育支援者の配置支援（R ５～）
・私立保育施設が行う保育補助者の配置支援（R ６～）

・新人保育士向け合同研修会の開催（R ５～）
・エルダー・メンター制度実施施設認証制度の創設と
　専門家派遣への助成（R ６～）
・保護者等が保育士に感謝を伝える機会の創出（R ６～）
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鳥
取
県
子
ど
も
家
庭
育
み
協
会

副
会
長　

山
本　

千
種

　

令
和
６
年
１
月
14
日
（
日
）
倉
吉
未

来
中
心
に
お
い
て
、
第
67
回
鳥
取
県
保

育
推
進
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
集
合
形
式
の
会
と

し
て
は
実
に
4
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
県
下
の
保
育
園
・
認
定
こ

ど
も
園
よ
り
約
4
2
0
名
の
会
員
の
皆

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
主
催
者
で
あ
る
鳥
取

県
子
ど
も
家
庭
育
み
協
会　

大
橋
和
久

会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
保
育
功
労
者
18
名
の
皆
様
が
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
長
年
の
功
績
に

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
体
会
は
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会

の
実
現
に
向
け
て
～
笑
顔
あ
ふ
れ
る
新

た
な
時
代
の
保
育
・
教
育
の
創
造
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
講
師
に
鶴
見
大
学
短
期

大
学
部
保
育
科　

教
授　

天
野
珠
路
先

生
を
お
迎
え
し
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
少
子
高
齢
化
、
自
然
災

害
、
猛
威
を
振
る
う
感
染
症
、
経
済
格

差
、
ネ
ッ
ト
社
会
に
よ
る
情
報
と
不
安

等
、
現
在
の
様
々
な
社
会
情
勢
の
中
で

育
つ
子
ど
も
た
ち
の
成
長
や
保
護
者
の

支
援
を
ど
う
支
え
て
い
く
べ
き
か
、
と

の
問
題
提
起
か
ら
、
保
育
の
役
割
や
子

育
て
支
援
へ
の
期
待
が
大
き
く
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
を
聞
い

て
い
き
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
4
月
1
日
に
は
、
少
子

化
が
進
行
す
る
中
で
の
子
育
て
支
援
施

策
と
し
て
、『
子
ど
も
が
個
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
、
最
善
の
利
益
が
優
先
し
て
考

慮
さ
れ
る
こ
と
、
十
分
な
養
育
の
支
援

が
な
さ
れ
る
こ
と
、
子
育
て
に
伴
う
喜

び
を
実
感
で
き
る
社
会
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
』
等
を
盛
り
込
ん
だ
「
こ
ど
も

基
本
法
」
が
政
府
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
保
育
や
子
育
て
に
関
す
る
法
律
は

す
で
に
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

ら
の
法
律
の
下
、
私
た
ち
保
育
士
は
、

保
育
観
に
つ
い
て
常
に
振
り
返
り
確
認

し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
人
権
や
倫
理
、

主
体
性
を
尊
重
し
た
保
育
を
丁
寧
に
紡

い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
改

め
て
、
専
門
職
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

豊
か
な
保
育
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

先
生
が
言
わ
れ
て
い
た
、「
大
人
と

は
、
子
ど
も
の
こ
と
を
最
優
先
に
考

え
ら
れ
る
人
。
保
育
者
こ
そ
大
人
の

代
表
」
を
念
頭
に
置
き
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
の
幸
せ
を
願
い
つ
つ
、
こ

ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向

け
、
笑
顔
溢
れ
る
保
育
を
展
開
し

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

第
１
分
科
会
に
参
加
し
て

　
　

住
吉
保
育
園

�

田
中　

宜
子

　
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向

け
て
～
こ
れ
か
ら
の
保
育
・
教
育
の
場

に
求
め
ら
れ
る
も
の
～
」
と
題
し
、
全

体
会
に
引
き
続
き
、
天
野
珠
路
先
生
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
子
ど
も
の
育
ち
と
学
び
を
支

え
保
護
者
の
子
育
て
を
支
援
す
る
役
割

を
担
う
私
た
ち
保
育
者
は
、
専
門
性
を

持
ち
大
人
と
し
て
心
を
律
し
、
協
同
性

や
同
僚
性
を
培
い
な
が
ら
、
保
育
の
質

を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
少
子
化

が
進
み
、
都
心
で
さ
え
待
機
児
童
問
題

が
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
今
、
こ
れ
か
ら

の
保
育
は
、
量
よ
り
質
、
更
に
充
実
に

ど
う
繋
げ
て
い
く
か
が
大
切
で
あ
る
と

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
全
国
保
育
士
会
が
作
成
し
た

『
人
権
擁
護
の
た
め
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
』
に
具
体
的
な
言
葉
や
項
目

を
加
え
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
解
説
く
だ

さ
り
、
経
験
を
交
え
た
お
話
や
会
場
の

先
生
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
自
身
の

人
権
を
尊
重
し
た
保
育
を
振
り
返
り
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
主

体
的
な
保
育
と
遊
び
の
重
要
性
で
は
、

生
涯
に
わ
た
る
生
き
る
力
の
基
礎
を
培

う
乳
幼
児
期
の
遊
び
の
環
境
の
大
切
さ

や
展
開
、
計
画
と
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
を

学
ぶ
と
と
も
に
、
遊
び
は
学
び
で
あ
り
、

育
ち
と
学
び
は
、
連
続
性
と
一
貫
性
を

持
っ
て
生
涯
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
。
子

ど
も
た
ち
は
常
に
育
っ
て
伸
び
て
い
く

第
67
回
鳥
取
県
保
育
推
進
研
究
大
会
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存
在
だ
と
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
急
激
に
変
化
す
る
世
界
と

多
様
な
価
値
観
や
文
化
が
共
存
す
る
社

会
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
保
育
者
・
教
育
者
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
は
、
常
に
知
識
や
技
術
を

更
新
し
、
学
び
続
け
る
こ
と
。
保
育
実

践
を
言
語
化
、
可
視
化
し
て
様
々
な
人

に
発
信
し
て
い
く
こ
と
。
多
様
な
視
点

を
持
っ
て
、
当
た
り
前
を
疑
い
な
が
ら
、

多
文
化
共
生
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
。

こ
う
し
た
営
み
全
て
「
子
ど
も
の
幸
せ
」

に
結
び
つ
く
仕
事
、
そ
れ
が
保
育
で
あ

る
。
と
示
し
て
い
た
だ
い
た
こ
の
研
修

の
学
び
が
今
後
、
様
々
な
課
題
に
ぶ
つ

か
り
向
き
合
う
時
、
き
っ
と
私
た
ち
の

力
と
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

第
２
分
科
会
に
参
加
し
て

　
　

向
山
保
育
園

�

林　

美
樹

　

第
2
分
科
会
で
は
「
食
事
に
お
け
る

基
礎
感
覚
の
大
切
さ
～
感
覚
統
合
の
視

点
か
ら
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
講
師

に
鳥
取
県
立
米
子
養
護
学
校
教
育
支
援

部　

教
育
相
談
担
当　

教
諭
・
自
立
活

動
エ
キ
ス
パ
ー
ト　

山
内
章
平
先
生
に

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

感
覚
統
合
の
発
達
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

よ
う
に
発
達
し
、
土
台
の
視
覚
・
平
衡

感
覚
・
固
有
覚
・
触
覚
・
聴
覚
が
し
っ

か
り
と
積
み
あ
が
っ
て
な
い
状
態
で
は
、

食
事
、
読
む
、
書
く
等
の
学
習
を
い
く

ら
取
り
組
ん
で
も
上
が
っ
て
い
か
な
い

の
で
、
保
育
園
、
幼
稚
園
の
頃
は
こ
の

土
台
を
育
て
る
大
切
な
時
期
と
し
て

し
っ
か
り
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

食
事
中
や
制
作
中
な
ど
、机
に
向
か
っ

て
い
る
と
き
の
姿
勢
の
悪
さ
が
自
園
で

も
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も

平
衡
感
覚
が
鈍
感
だ
っ
た
り
、
固
有
覚

が
調
整
不
足
で
育
っ
て
い
な
い
感
覚
が

あ
る
か
ら
、
と
い
う
こ
と
も
原
因
の
一

つ
と
し
て
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

姿
勢
保
持
に
大
切
な
平
衡
感
覚
、
固
有

覚
情
報
を
受
容
す
る
に
は
、
鉄
棒
に
ぶ

ら
下
が
り
、
足
が
地
面
か
ら
離
れ
る
こ

と
で
平
衡
感
覚
の
情
報
が
入
り
、
力
を

入
れ
る
こ
と
で
固
有
覚
情
報
も
入
る
。

お
尻
相
撲
や
押
し
相
撲
は
、
身
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
平
衡

感
覚
が
育
ち
、
ぐ
ら
つ
か
な
い
よ
う
に

力
を
入
れ
る
こ
と
で
固
有
覚
も
育
つ
。

と
、
特
別
な
道
具
を
使
わ
な
く
て
も
、

遊
び
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
い
ろ

い
ろ
な
感
覚
が
育
ち
、
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
知

り
、
早
速
取
り
入
れ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
手
づ
か
み
食
べ
は
五
感
を

フ
ル
に
使
う
」
と
い
う
お
話
で
は
、
目

で
食
べ
物
の
色
や
形
を
認
識
（
視
覚
）

し
た
り
、口
に
入
れ
て
硬
さ
や
味（
味
覚
）

を
確
認
し
た
り
、
食
べ
物
を
触
る
こ
と

で
（
触
覚
）
温
度
を
感
じ
た
り
、
鼻
で

匂
い
（
嗅
覚
）
を
か
い
だ
り
、
噛
ん
だ

時
の
音
（
聴
覚
）
の
違
い
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
手
を

使
う
こ
と
で
感
覚
と
味
覚
が
つ
な
が
り
、

偏
食
が
少
な
く
な
っ
た
り
嚙
み
ち
ぎ
る

力
を
養
っ
た
り
、
ひ
と
く
ち
の
量
の
調

節
を
自
分
で
経
験
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
「
手
づ
か
み
で
食
べ
る
」
と
い
う

経
験
を
す
る
こ
と
で
様
々
な
発
達
に
つ

な
が
る
。
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年

は
感
染
症
対
策
の
た
め
フ
ォ
ー
ク
や
ス

プ
ー
ン
を
使
う
こ
と
が
増
え
、
手
づ
か

み
で
食
べ
る
経
験
を
あ
ま
り
さ
せ
て
あ

げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
食

材
の
切
り
方
、
選
び
方
な
ど
の
工
夫
を

し
て
い
き
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
経
験

さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
３
分
科
会
に
参
加
し
て

　
　

わ
か
ば
保
育
園

�

岡
嶋　

翔

　

第
３
分
科
会
で
は
、
大
阪
総
合
保
育

大
学　

学
長　

大
方
美
香
先
生
を
講
師

に
迎
え
「
子
ど
も
理
解
と
保
育
」
～
今

何
が
育
ち
つ
つ
あ
る
の
か
～
と
題
し
、

天野教授

山内教諭



令和６年３月20日� 第 39 号　（ 5 ）く　　ら　　ふ　　と

講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
猛
威
を
振
る
っ
た
こ
の
３
～
４
年
間

の
子
ど
も
た
ち
は
、
行
動
を
制
限
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
家
の
中
で
過
ご
す
こ
と

が
増
え
た
た
め
、「
動
く
こ
と
が
少
な
い
」

「
物
に
触
れ
る
経
験
が
少
な
い
」「
対
話

を
す
る
こ
と
が
で
き
に
く
か
っ
た
」
等
、

そ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
経
験
で
き
て
い

た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
時
間
を
過

ご
し
て
い
る
が
、
わ
た
し
た
ち
保
育
士

は
「
あ
れ
も
こ
れ
も
で
き
て
い
な
い
」

と
捉
え
る
の
で
は
な
く
「
こ
こ
ま
で
成

長
し
て
き
て
い
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
を

み
つ
け
、
し
っ
か
り
と
記
録
に
残
し
て

い
く
こ
と
が
、
就
学
へ
向
け
て
次
へ
の

バ
ト
ン
を
受
け
渡
す
こ
と
に
繋
が
る
大

切
な
作
業
で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
０
才
か
ら
脳
を
使
っ
て

育
っ
て
お
り
、
生
活
や
遊
び
の
中
で
起

こ
る
様
々
な
事
象
を
経
験
と
し
て
蓄
え
、

言
葉
の
獲
得
や
行
動
の
理
解
等
、
多
様

な
成
長
へ
と
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
大

方
先
生
の
「
子
ど
も
の
遊
び
た
い
も
の

が
い
つ
で
も
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
か
？
」
と
い
う
問
い
か
け
に
、
自

分
の
受
け
持
っ
て
い
る
保
育
室
の
環
境

は
ど
う
で
あ
る
か
、
自
ら
や
っ
て
み
た

い
、
楽
し
い
嬉
し
い
等
、
子
ど
も
の
主

体
性
を
育
む
よ
う
設
定
で
き
て
い
る
か
、

あ
ら
た
め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
今
の
子
ど
も
の
姿
を
捉
え
、

園
全
体
ク
ラ
ス
内
で
共
有
し
な
が
ら「
今

週
は
○
○
を
お
さ
え
て
保
育
し
て
み
よ

う
」
と
話
し
合
う
場
や
保
育
を
語
る
時

間
を
十
分
に
設
け
て
い
き
た
い
と
感
じ

ま
し
た
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

受
け
身
で
は
な
く
、
自
ら
ア
ク
シ
ョ
ン

を
お
こ
せ
る
子
ど
も
、
楽
し
い
こ
と
を

見
出
し
「
や
り
た
い
」「
こ
う
し
て
み

た
い
」
と
発
信
で
き
る
子
ど
も
に
育
っ

て
い
け
る
よ
う
こ
の
研
修
の
テ
ー
マ
で

も
あ
る
「
今
何
が
育
ち
つ
つ
あ
る
の
か
」

を
探
り
な
が
ら
、日
々
の
保
育
に
あ
た
っ

て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

各
研
修
会
報
告

第
２
回
障
が
い
児
保
育
研
修
会

　
　

育
成
保
育
園

�

永
瀬　

美
幸

　

倉
吉
未
来
中
心
を
会
場
と
し
、
第
２

回
障
が
い
児
保
育
研
修
会
が
11
月
１
日

（
水
）
に
開
催
さ
れ
、
鳥
取
県
立
米
子

養
護
学
校
教
育
支
援
部
教
育
相
談
担
当 

教
諭
・
自
立
活
動
エ
キ
ス
パ
ー
ト 

山
内 

章
平
氏
を
迎
え
「
感
覚
遊
び
を
通
し
て

学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ 

～
感
覚
統
合
の
視

点
か
ら
～
」
と
題
し
て
、
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
日
常
生
活
の
中
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
「
感
覚
」
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

こ
の
多
く
の
感
覚
の
刺
激
を
頭
の
中
で

整
理
し
、
必
要
な
情
報
を
上
手
に
取
り

入
れ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
生
活

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
感
覚
の
種
類
で

あ
る
、
自
分
で
認
識
で
き
る
５
感
（
聴

覚
・
視
覚
・
嗅
覚
・
味
覚
・
触
覚
）
と
、

ほ
と
ん
ど
自
覚
せ
ず
に
使
っ
て
い
る
３

つ
の
感
覚
（
触
覚
・
平
衡
感
覚
・
固
有
覚
）

に
つ
い
て
説
明
を
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

感
覚
に
敏
感
、
鈍
感
な
ど
の
つ
ま
ず
き

が
あ
る
と
、
特
徴
的
な
行
動
が
あ
ら
わ

れ
や
す
く
な
る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し

さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
知
的
に
遅
れ

は
な
い
が
、「
落
ち
着
か
な
い
」「
と
も

だ
ち
を
叩
い
て
し
ま
う
」「
不
器
用
」
な

ど
の
状
況
が
、
な
ぜ
、
起
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。
目
に
は
見
え
な
い
が
つ
ま
ず
き

を
解
決
す
る
た
め
の
土
台
と
な
る
触
覚
、

平
衡
感
覚
、
固
有
覚
、
視
覚
、
聴
覚
が

育
っ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。土
台
が
育
っ

て
い
な
い
と
、
い
く
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
取
り
組
ん
で
も
積
み
上
が
っ
て
い

か
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
育
っ
て
い
な

い
感
覚
を
育
て
て
あ
げ
る
た
め
の
手
立

て
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
感
覚
統
合
の
視
点
か
ら
子
ど
も

の
姿
を
と
ら
え
て
み
る
と
、「
あ
の
子
の

あ
ん
な
姿
は
、
こ
ん
な
つ
ま
ず
き
が
あ

る
か
ら
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
、
感
覚
遊
び
を
通
し
て
育
む
こ
と

大方学長

山内教諭
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の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
保
育
者
同
士
で
固
有
覚
や
体
幹

な
ど
を
感
じ
て
み
る
こ
と
で
、
必
要
と

す
る
感
覚
を
実
感
す
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

　

冒
頭
に
言
わ
れ
た
「
感
覚
統
合
を
理

論
的
に
行
え
ば
、子
ど
も
た
ち
は
変
わ
っ

て
い
く
」
と
の
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し

た
。
日
常
生
活
で
見
ら
れ
る
子
ど
も
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
行
動
に
着
目
し
、
そ

の
原
因
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
私
た
ち

が
か
か
わ
る
こ
と
の
で
き
る
こ
の
時
期

に
、
し
っ
か
り
と
感
覚
遊
び
を
経
験
さ

せ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

第
２
回
食
育
研
修
会

　
　

あ
ま
り
こ
保
育
園

�

景
山　

ユ
カ
リ

　

第
2
回
食
育
研
修
会
が
11
月
10
日

（
金
）か
ら
14
日（
火
）ま
で
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
を
一
般
社

団
法
人　

そ
だ
ち　

代
表
理
事　

内
田

淑
佳
氏
に
お
願
い
し
、「
食
べ
る
の
い
ろ

は
（
食
育
の
基
礎
）
～
食
べ
る
力
は
生

き
る
力
～
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
人
間
性
を
育

み
、
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
た

め
に
は
何
よ
り
も「
食
」が
重
要
で
あ
り
、

知
育
、
徳
育
及
び
体
育
の
基
礎
と
な
る

も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
に
食
育
基
本
法
が
で
き
た
こ

と
に
よ
り
食
育
の
取
り
組
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。
食
育
と
は
健
全
な
食
生
活
を

実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育
て

る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
食
を
営

む
力
」
を
育
む
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
お
な

か
が
す
い
た
、
食
べ
た
い
と
い
う
意
欲

を
も
ち
、
食
に
関
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
体

験
を
積
み
重
ね
、
食
べ
る
こ
と
を
楽
し

み
、
食
事
を
他
者
と
楽
し
み
合
う
と
い

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
食
べ
る
力
」
と
い
う
の
は
子

ど
も
の
発
達
に
大
い
に
関
連
し
て
い
て
、

発
達
に
必
要
な
感
覚
刺
激
を
得
ら
れ
て

い
な
い
と
飲
み
こ
め
な
い
、
嚙
め
な
い

な
ど
の
困
り
ご
と
が
出
て
き
た
り
す
る

の
で
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
発
達
を

遊
び
方
や
動
き
方
、
ま
た
手
首
等
の
動

か
し
方
や
色
々
な
こ
と
へ
の
興
味
の
持

ち
方
等
、
総
合
的
に
み
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
大
切
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

乳
幼
児
期
か
ら
の
咀
嚼
や
嚥
下
の
大

切
さ
、
そ
れ
が
未
熟
で
あ
る
と
今
後
の

成
長
に
も
影
響
が
出
る
な
ど
再
認
識
で

き
ま
し
た
。
ま
た
食
事
を
通
し
て
、
発

達
段
階
の
把
握
に
繋
が
っ
た
り
、
運
動

機
能
の
発
達
に
も
繋
が
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
給
食
室
か
ら
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
こ
と
は
積
極
的
に
取
り
組
み
、
自

分
の
役
割
か
ら
何
が
で
き
る
か
、
ま
た

何
が
必
要
か
を
し
っ
か
り
と
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。「
空

腹
感
を
子
ど
も
が
覚
え
食
べ
る
こ
と
を

楽
し
む
！
」
と
い
う
こ
と
が
今
、
大
切

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

き
、
改
め
て
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い

て
食
育
を
考
え
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

第
２
回
乳
児
保
育
研
修
会

　
　

バ
バ
ー
ル
園

�

米
本　

奈
美

　

第
２
回
乳
児
保
育
研
修
会
が
11
月
22

日（
水
）に
開
催
さ
れ
「
乳
児
期
の
発
達

と
大
切
に
し
た
い
か
か
わ
り
～
安
心
感
・

信
頼
感
を
も
と
に
外
の
世
界
に
こ
こ
ろ

を
ひ
ら
く
～
」
に
つ
い
て
鳥
取
大
学
地

域
学
部
地
域
学
科
人
間
形
成
コ
ー
ス
の

寺
川
志
奈
子
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

乳
児
の
特
性
や
発
達
段
階
を
理
解
し

た
上
で
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
の
か
を
お
話
い
た
だ
き
、

乳
児
期
に
ま
わ
り
の
環
境
が
与
え
る
影

響
は
大
き
く
、
子
ど
も
に
と
っ
て
安
心

で
き
る
人
や
場
所
を
つ
く
る
こ
と
が
外

の
世
界
に
心
を
開
く
た
め
に
重
要
な
こ

と
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　

授
乳
行
動
の
実
験
で
は
、
チ
ン
パ
ン

ジ
ー
の
赤
ち
ゃ
ん
は
自
分
の
生
命
維
持

の
た
め
に
ミ
ル
ク
を
一
気
に
飲
み
干
す

が
、
人
間
の
赤
ち
ゃ
ん
は
母
の
揺
さ
ぶ

り
が
な
い
と
飲
む
の
を
止
め
て
し
ま
う

と
い
う
実
験
結
果
が
出
て
い
る
と
い
う

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
授
乳
は
最
初
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、赤
ち
ゃ

ん
は
産
ま
れ
た
時
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
私
自
身
、
子
ど
も

と
し
っ
か
り
向
き
合
え
て
い
る
の
か
、

小
さ
な
サ
イ
ン
を
見
落
と
さ
ず
返
せ
て寺川教授
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川辺先生

い
る
の
か
、
と
振
り
返
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

乳
児
期
の
発
達
段
階
に
は
全
て
意
味

が
あ
り
、
発
達
の
積
み
上
げ
が
次
の
発

達
に
向
か
う
の
で
、
目
の
前
の
で
き
る

で
き
な
い
の
見
方
で
は
な
く
次
の
発
達

を
準
備
す
る
段
階
だ
と
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
心
の
支
え
と
な
る
大

人
を
安
全
基
地
と
し
て
新
し
い
世
界
を

探
索
す
る
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た

が
、
私
自
身
が
そ
の
安
全
基
地
と
な
れ

る
よ
う
子
ど
も
に
と
っ
て
心
地
よ
く
安

心
で
き
る
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
切
な
時

期
に
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
保
育
士
の

仕
事
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
る
と
と
も

に
責
任
の
重
さ
を
感
じ
ら
れ
た
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

初
任
・
初
級
保
育
士
研
修
会
②
③

　
　

美
保
保
育
園

�

山
本　

和
宏

　

令
和
5
年
10
月
25
日（
水
）Z
O
O
M

に
て
研
修
会
②
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
①
で
川
辺
先
生
か
ら
学
ん
だ
「
保

育
の
中
で
大
切
に
し
た
い
こ
と
」
を
も

と
に
、
皆
さ
ん
が
遊
び
の
様
子
を
写
真

に
収
め
て
の
発
表
。
小
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
話
し
合
う
中
で
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、

自
園
の
取
り
組
み
を
楽
し
そ
う
に
話
す

姿
、
そ
の
姿
に
つ
い
て
み
ん
な
で
語
り

合
う
様
子
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

令
和
6
年
1
月
26
日
（
金
）
に
は
研

修
会
③
が
集
合
型
で
行
わ
れ
、
念
願
の

川
辺
先
生
と
対
面
で
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
講
演
で
は
「
保
育
を
可
視
化
し
な

が
ら
、
よ
り
豊
か
な
保
育
を
実
践
す
る
」

「
写
真
を
使
っ
て
伝
え
る
・
対
話
す
る
こ

と
は
、
保
育
者
・
保
護
者
と
の
共
通
理

解
や
信
頼
関
係
に
繋
が
る
」
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
の
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
積
極
的
に
保
育
に
つ

い
て
語
り
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

取
り
組
み
の
一
つ
“
忍
者
修
行
”
で

は
、
自
園
の
特
色
“
豊
か
な
自
然
”
を

生
か
し
て
子
ど
も
た
ち
発
信
で
忍
者
修

行
を
展
開
。「
忍
者
に
な
れ
る
服
が
欲
し

い
！
」「
ス
カ
ー
ト
が
あ
っ
た
ら
可
愛
い

か
も
！
」「
僕
は
魚
に
変
身
し
た
い
！
」

「
じ
ゃ
あ
、
魚
が
泳
ぐ
川
の
場
所
を
作
ろ

う
よ
！
」
等
、
子
ど
も
た
ち
の
湧
き
上

が
っ
て
く
る
イ
メ
ー
ジ
を
保
育
者
が
面

白
い
と
感
じ
支
え
て
き
た
様
子
が
描
か

れ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
で
話
し

合
い
、
役
割
を
も
っ
て
製
作
に
取
り
組

み
、
協
力
を
し
な
が
ら
生
き
生
き
と
遊

ぶ
様
子
を
語
る
保
育
者
の
姿
に
、
参
加

者
も
引
き
込
ま
れ
熱
の
入
っ
た
語
り
合

い
と
な
り
ま
し
た
。
川
辺
先
生
も
「
子

ど
も
た
ち
の
感
情
や
姿
を
よ
く
と
ら
え

て
い
て
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
子
ど
も

の
姿
を
語
る
皆
さ
ん
の
表
情
は
、
と
て

も
豊
か
で
輝
い
て
い
ま
し
た
よ
」と
言
っ

て
お
ら
れ
、参
加
者
の
自
信
へ
と
繋
が
っ

た
研
修
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
集
合
型
を
中
心
で
行
う
こ

と
が
で
き
、
顔
を
見
合
わ
せ
て
語
り
合

う
大
切
さ
を
実
感
し
た
研
修
会
で
し
た
。

ま
た
、
川
辺
先
生
と
実
際
に
お
会
い
す

る
こ
と
で
、「
保
育
を
可
視
化
す
る
」
意

味
や
大
切
さ
を
よ
り
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
と
と
も
に
保
育

者
も
一
緒
に
成
長
で
き
る
研
修
会
を
今

後
も
青
年
部
会
は
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

第
２
回　

施
設
長
研
修
会

　
　

ひ
か
り
保
育
園
（
鳥
取
）

�

伊
藤　

正
子

　

東
北
学
院
大
学
の
高
橋
千
枝
先
生
を

講
師
に
お
迎
え
し
て
、
2
月
13
日
（
火
）

に
第
2
回
施
設
長
研
修
会
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鳥
取
県
に
ゆ

か
り
の
あ
る
先
生
で
も
あ
り
、
と
て
も

親
し
み
を
感
じ
な
が
ら
の
講
演
は
、年
々

変
化
し
て
き
て
い
る
子
ど
も
の
実
態
や

気
に
な
る
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
等
、
園

や
支
援
の
在
り
方
の
大
切
さ
を
改
め
て

感
じ
る
と
と
も
に
、
再
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
「
気
に
な
る
」
子
ど
も
の
社
会
性
発
達
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の
理
解
と
支
援
と
い
う
書
籍
を
も
と
に
、

実
際
に
先
生
が
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
巡

回
相
談
で
保
育
園
等
を
訪
問
さ
れ
る
中

で
の
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
ら
れ
、
社

会
性
の
重
要
性
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
社
会
性
の
中
の

ひ
と
つ
に
人
と
共
に
在
る
と
感
じ
、
楽

し
い
と
思
え
る
こ
と
」
が
あ
り
、
こ
れ

は
人
と
一
緒
に
い
る
中
で
楽
し
い
と
感

じ
る
か
ら
こ
そ
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し

さ
を
感
じ
ら
れ
る
経
験
や
活
動
を
大
切

に
し
て
い
く
こ
と
が
、
社
会
性
を
育
む

こ
と
に
繋
が
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま

た
「
社
会
性
発
達
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

を
も
と
に
認
識
・
感
情
・
集
団
活
動
等
、

各
領
域
の
特
徴
を
挙
げ
ら
れ
、
社
会
性

の
各
年
齢
別
の
発
達
に
つ
い
て
具
体
的

に
事
例
を
出
さ
れ
な
が
ら
の
お
話
は
、

園
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
振
り
返
る
こ
と
も
で
き
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
社
会
性
の
発
達

に
重
要
な
こ
と
と
し
て
、
保
育
園
・
こ

ど
も
園
・
幼
稚
園
・
地
域
社
会
と
そ
の

連
携
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
気
に
な
る

子
ど
も
へ
の
支
援
に
は
、
背
景
・
要
因

に
よ
っ
て
具
体
的
な
支
援
方
法
が
異
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
発
達
の
把
握

や
そ
れ
ぞ
れ
の
立
ち
位
置
で
の
話
し
合

い
、
問
題
を
共
有
す
る
為
に
も
、
園
内

で
の
事
例
検
討
を
行
う
こ
と
が
大
切
で

あ
る
こ
と
も
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
一
人
で
は
で
き
な

い
け
れ
ど
、
大
人
や
仲
間
の
助
け
が
あ

れ
ば
で
き
る
等
、
必
要
な
時
に
必
要
な

支
援
を
園
全
体
で
携
わ
っ
て
い
け
る
よ

う
な
環
境
作
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
感
じ
た
と
と
も
に
、
今
後
子
ど
も
た

ち
が
園
と
い
う
社
会
の
中
で
、
楽
し
い

と
感
じ
る
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
け
る

よ
う
保
育
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

「
日
本
保
育
協
会

創
立
60
周
年
記
念
・

保
育
を
高
め
る

全
国
研
修
大
会
」
報
告

　
　
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
あ
ゆ
み
保
育
園

�

眞
田　

か
お
る

　

日
本
保
育
協
会
が
毎
年
行
っ
て
い
る

「
保
育
を
高
め
る
全
国
研
修
大
会
」
で
す

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
縮
小
開
催
が

続
い
て
い
た
中
、
コ
ロ
ナ
禍
の
明
け
た

今
年
度
は
ち
ょ
う
ど
協
会
創
立
60
周
年
・

女
性
部
発
足
50
周
年
と
重
な
り
、
記
念

式
典
や
祝
賀
会
と
合
わ
せ
る
形
で
10
月

23
日
（
月
）、
24
日
（
火
）
東
京
ド
ー
ム

ホ
テ
ル
に
て
、大
会
テ
ー
マ『
今
、「
保
育
」

を
考
え
る
～
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」

の
実
現
に
向
け
て
～
』
の
も
と
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
物
学
者
の
福
岡
伸
一
氏
と
保
育
Ｓ

ｏ
Ｗ
ラ
ボ
代
表
の
井
桁
容
子
氏
に
よ
る

記
念
講
演
「
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
の
育

ち
と
保
育
～
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
人
と

し
て
豊
か
に
生
き
て
い
く
た
め
に
～
」

に
始
ま
り
、
こ
ど
も
家
庭
庁
か
ら
の
行

政
説
明
、
柴
田
悠
氏
（
京
都
大
学
大
学

院
教
授
）
に
よ
る
基
調
講
演
「
子
ど
も

の
未
来
を
救
う
保
育
」、
大
豆
生
田
啓

友
氏
ほ
か
４
名
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「『
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
』
の
実
現
に

向
け
た
保
育
施
設
の
あ
り
か
た
を
考
え

る
」、
全
国
各
地
の
園
長
等
５
名
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
保
育
の

現
場
か
ら
こ
れ
か
ら
の
保
育
施
設
の
あ

り
か
た
を
語
り
合
う
」
と
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
、
様
々
な
立
場
か
ら
様
々

な
視
点
で
の
お
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
充
実
し
た
内
容
で
し
た

が
、
少
子
化
、
虐
待
、
子
ど
も
の
人
権
、

家
庭
（
子
育
て
）
支
援
等
々
、
こ
の
時

代
が
直
面
し
て
い
る
問
題
を
こ
ど
も
を

ま
ん
な
か
に
据
え
て
社
会
全
体
で
解
決

し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の

中
で
保
育
施
設
も
多
機
能
化
が
求
め
ら

れ
て
い
く
こ
と
、
園
長
と
し
て
こ
れ
か

ら
自
園
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
べ
き
な

の
か
を
真
剣
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
2
日

間
で
し
た
。
同
時
に
保
育
者
と
し
て
は
、

記
念
講
演
で
の
福
岡
伸
一
氏
の
話
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。
子
ど
も
は
未
熟
で

大
人
は
繰
り
返
し
教
え
型
に
は
め
よ
う

と
す
る
、
そ
れ
で
は
い
け
な
い
の
だ
が

…
と
モ
ヤ
モ
ヤ
と
し
て
い
た
も
の
が
、

生
物
学
者
の
視
点
か
ら
晴
ら
し
て
も
ら

え
た
よ
う
な
感
じ
で
、
紹
介
さ
れ
た
氏

の
著
書
『
動
的
均
衡
』
を
ぜ
ひ
読
ん
で

み
た
い
と
も
思
い
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
日
本
保
育
協
会
創
立
か

ら
の
歩
み
や
先
輩
方
の
ご
努
力
に
触
れ
、

ま
た
多
数
の
国
会
議
員
が
ス
ピ
ー
チ
を

さ
れ
た
り
他
地
域
の
保
育
者
や
園
長
と

の
情
報
交
換
が
で
き
た
り
と
、
多
く
の

刺
激
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
身
も
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
し
、
保

育
の
質
を
高
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
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　今回のえほんばなしは、たべものをテーマに絵本を4冊選び紹介いたします。表紙から食欲をそそられますが、
どれも描き方が違います。今回はそこに注目してみました！

うっちー先生のえほんばなし⑪

うっちー先生プロフィール　　　鳥取市公立園の保育士。保育士 /ジュニアスポーツ指導員 /絵本専門士
Ameba ブログ『絵本専門士うっちー先生の活動記録』保育士・幼稚園教諭向け総合メディア『ほいく is』コラム連載

　たべもの、のりもの、どうぶつなどたくさんのテーマがあり、テーマの中でも更に細分化されます。数ある絵本の中
から自分好みを見つけるきっかけとして、【描き方や著者について】、【出版社の傾向】など絵本の側面から選んでみる
のも面白いかもしれません。
　全ジャンル全年齢方向カバーしようとすると財布の中身がすっからかんになってしまいますから…私の様に…トホホ。

　今回はそれぞれ画材の違う4冊の絵本を紹介しましたが、このほかにも木版画やコラージュと、たくさんの種類の
表現方法があります。絵本の展覧会が全国各地で開催されています。鳥取県倉吉市でも『ヨシタケシンスケ展かもし
れない』が開催されました。近い将来には鳥取県立美術館も開館。どんな企画展が開催されるのか楽しみです♪
　絵本の原画は、テキストが書いてないので純粋に絵を楽しむことができます。印刷物にはない立体感や色ののせ方、
絵本には載らなかった画面の外の絵も見ることが出来ることもあります。また、今回の絵本紹介文には書きませんでし
たが、描き方だけではなく著者のことを知るともっと絵本が楽しくなります♪

　例えば、今回紹介した『ケーキになあれ！』の著者ふじもとのりこ氏は、名門！京都市立芸術大学卒業後、長年
の児童館勤務を経て、絵本作家になりました。確かな画力と、子どもの現場で身に着けた感性とリズムの良い言葉が
合わさる絵本。理由があるから！どれも子どもたちと言葉のやり取りをしながら読みやすいのです。

絵本紹介⑮

絵本紹介⑰ 絵本紹介⑱

絵本紹介⑯『にくのくに』
はらぺこめがね　教育画劇 /2020 年

『ケーキになあれ！』
ふじもとのりこ　BL出版 /2014 年

『どっち？』
キボリノコンノ　講談社 /2023 年

『きょうのごはん』
加藤休ミ　偕成社 /2012年

　肉好きのための肉絵本。
にくの国では、一番を決める
ためにそれぞれの王様たち
が、肉料理の自慢大会。見
開きでドーンと描かれる食べ
物は迫力満点。肉の質感か
ら肉汁一滴までリアルに描
かれています。はらぺこご飯
は、本物以上にうまそうなん
です！

　くだものが魔法でケーキに
変身！いちごはショートケー
キ、くりはモンブランのように
定番な物から、オレンジやバ
ナナなど少しだけ変わり種ま
で。「何に変身するかな？」と
問いかけ式も楽しい♪色鉛筆
を使用した細密画とデフォル
メの良いとこ取りで描かれた
スイーツは、まるでそこにある
かのようです。

　新進気鋭！話題の木
彫りアーティストが絵本
を出版。本物の食べ物
の中に、木彫り(木物
というらしい)の食べ物
が隠れています。本物
か木物か見分けがつき
ません！表紙のフランスパンも、片方は木物。ク
イズ絵本としていろいろな所で紹介されています
が、これは難しすぎるので「あきらめ絵本」とい
うあらたなジャンル分けできるかと。

　突撃 (しない)となりの晩
御飯絵本。ご近所を漂うお
いしいにおいを辿りながらい
ろいろな家の晩御飯を覗い
ていくと…。しっかり塗り込
まれたクレヨンの色からは温
もりを感じます。絵本からご
はんの温もりと合わせて、に
おいまでもが読者のもとに届
いてきそう。

アクリル絵の具

いろえんぴつ 写　真

クレヨン
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所在地：鳥取県倉吉市東町３４２
　　　　社会福祉法人倉吉愛児園
　　　　認定こども園倉吉愛児園
定　員：90名（０～５歳児）
園　長：坂田　紘理（さかた　ひろのり）

昭和 10年より創立、緑豊かな打吹山の麓で認定保育園として保育に努めてきました。そして令和
の始まりと共に、幼保連携型認定こども園として生まれ変わり、新たな一歩を踏み出しました。こ
れまで培ってきたものは伝承し、そして新たな物も取り入れながら、日々の教育・保育を行ってい
ます。

　『愛育』の精神に徹し、分け隔てなく一人一人を大切にし、子どもの生命を守り、個性を伸ばし、
生き生きとした日本の子どもの育成を目指しています。また、『元気よく　きまりよく　楽しく』を
教育・保育の目標に掲げ、健康な心と体を育て、きまりを守ることで社会性・協調性を養い、子ど
も達が楽しく園生活が過ごせるよう努めています。

〈教育・保育目標〉

〈教育・保育方針〉

〈保育理念〉

施設の概要

元気よく　きまりよく　楽しく

心身共に健全なる日本の子どもの育成に努める
愛育の精神に徹する
差別をしないで生き生きとした子どもづくりをめざす

全ての子に愛情をそそぎ、豊かな感性を育てる教育・保育を行う
人と人とが支え合う社会づくりに貢献し、子育て支援を行う

施設基本情報
私たちの園私たちの園
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　幼児期から水に親しみをもてるようにします。年長児は、シーズン中に、自分の力だけで泳げ
ることを目標にしています。あいじえん体操（デンマーク体操）やスポーツクライミングを通し、
運動機能の向上と健康な体作りを目指しています。

　日本には古くから現代まで伝わる四季折々の行事がたくさんあります。変わることなく大切に
受け継がれてきた年中行事の由来や意味を分かりやすく子どもたちに伝えています。

　異年齢児の交流を通し、友達と協力して活動に楽しんでいます。高齢者との交流の機会が少な
くなっているため、地域の公民館活動に参加しています。子育て世帯の交流の場を作ったり、ワー
クショップを行ったりしています。

ポイント

ポイント

ポイント

１

2

3

伝統行事を大切に

交流活動

～四季折々の伝統行事を知ろう～

～異年齢児交流・地域との連携・子育て支援～

園を知る３つのポイント園を知る３つのポイント

元気な体作り

～プールあそび・あいじえん体操・スポーツクライミング～
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【令和６年度　研修等計画】
期　日 事業名 場　所 備　考

4月 18日（木） 監事会 鳥取市 福祉人材研修センター
5月 9日（木） 第 1回理事会 鳥取市 福祉人材研修センター
5月 24日（金） 代議員会、第 1回施設長研修会 倉吉市 倉吉未来中心
6月 5日（水）～ 7日（金）全国私立保育研究大会 栃木県宇都宮市 全国私立保育連盟
6月 6日（木） 主任保育士研修会 ＷＥＢ
6月 24日（月） 保育士研修会 鳥取市 福祉人材研修センター
6月 第 1回食育研修会 ＷＥＢ

7 月 11 日（木）～ 12 日（金）第 69 回中国地区保育研究大会 鳥取市 とりぎん文化会館 中国地区保育協議会 
主管：鳥取県子ども家庭育み協会

7 月 24日（水） 初任・初級保育士研修会① 未定
8月 28日（水） 初任・初級保育士研修会② ＷＥＢ
8月 30日（金） 第 1回乳児保育研修会 倉吉市 倉吉未来中心
8月 第 1回障がい児保育研修会 未定
10月 第 2回施設長研修会 未定
10月17日（木）～18日（金）全国保育研究大会 奈良県奈良市 全国保育協議会
11月 7日（木）～ 8日（金）全国研修会 東京都 日本保育協会
11月 22日（金） 初任・初級保育士研修会③ 鳥取市 福祉人材研修センター
11月 第 2回障がい児保育研修会 ＷＥＢ
11月 第 2回乳児保育研修会 ＷＥＢ
12月 第 2回食育研修会 ＷＥＢ

12月 日本保育協会中国・四国ブ
ロック研修会 香川県高松市 日本保育協会�

中国・四国ブロック

１月 中国地区保育協議会
人材養成研修会 山口県山口市 中国地区保育協議会

未定 全国私立保育連盟中国
・四国ブロック研修会

全国私立保育園連盟�
中国・四国ブロック

＊期日及び内容等については、変更となることがありますので御了承ください。
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け

て
国
を
挙
げ
て
動
き
出
し
て
い

ま
す
。
そ
し
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を
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元
日
か
ら
の
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半
島
地
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で
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あ
ら
た
め
て
災
害
時
の
対

応
を
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れ
ま
し
た
。

適
切
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け
る
か
な
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（
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M
） 　
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で
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し
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春
が
待
ち
遠
し
い
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で
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。
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。
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通
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立
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来
春
に
は

開
館
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N
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N
）    

編
集
後
記


